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2023年度上期の業績について
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預金積金の状況

貸出金の状況

地域の多くの方々から大切な資金をお預りしています

地域のお客さまに幅広くご利用いただいています

損益の状況

不良債権の状況

お客さま第一主義の経営に徹し、安定した収益を確保しています

高い保全率、自己資本によるカバーで健全性に問題ございません
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国内基準の４％を大きく
上回る高い水準です。

2023年度上期の業績

預金積金残高

貸出金残高

有価証券・預け金残高

経常利益

自己資本の額及び自己資本比率

不良債権額及び不良債権比率 金融再生法に基づく開示債権

保全額及び保全率

　　　　 区　　分
金融再生法上の不良債権
　　破産更生債権及びこれらに準ずる債権
　　危険債権
　　要管理債権
正常債権
　　合計（総与信）

自己資本の構成

2023年9月末
　　  　　

区　　分

コア資本に係る基礎項目

　　うち普通出資

　　うち利益剰余金

　　うち一般貸倒引当金

コア資本に係る調整項目

自己資本の額

リスク・アセット等

自己資本比率

50,367

2,764

46,052

1,389

503

49,863

422,775

11.79%

（単位：百万円）

業務純益

2022年
9月期

業務純益

実質業務純益

コア業務純益

コア業務純益
（投資信託解約損益を除く）
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9月期
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2023年9月末
18,631
16,047
86.13%
467,245
3.98%

　　　　 区　　分
不良債権額（Ａ）
保全額（Ｂ）
保全率（Ｂ）÷（Ａ）
総与信（Ｃ）
不良債権比率（Ａ）÷（Ｃ）
（注）総与信＝正常債権＋不良債権

（単位：百万円）

（注）信用金庫においては中間決算が義務づけられていないため、この半期ディスクロージャーは当金庫が自主的に開示するものです。
　　従って本誌に掲載している計数は、会計監査人の監査を受けておりません。
　　実質業務純益とは、信用金庫本来の事業活動によって獲得した利益を表す｢業務純益｣に｢一般貸倒引当金繰入額｣を加えたものです。
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不良債権額のうち
86％は引当金や担
保、保証等により
保全され、13％は
自己資本で十分カ
バーしており、健全
性に問題はござい
ません。

億円増加

前年同期比で

15

自己資本の状況 国内基準を大きく上回る自己資本比率を維持しています
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有価証券・預け金の状況 安全性を重視して運用しています
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比較的リスクの低い
国内債券が中心

信金中央金庫（信用
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地域経済活性化への取組み �

広島国際大学との包括連携協定締結

2023年５月23日、広島国際大学と包括連携に関する協定を締結しました。2024年度より同校に新設される社会学
科との協働事業や同校学生のインターンシップ受入れ等を通じて、地元呉市の活性化や課題解決の促進に取組んでま
いります。

2023年４月17日、中小企業の「脱炭素経営」支
援を目的に、e-dash株式会社と業務提携しました。
本提携により、中小企業のCO2排出量の可視化や
省エネ機器の導入、ロードマップ策定などの実行
支援に取組んでまいります。

広島の食品製造事業者の販路開拓支援を目的としたプ
ロジェクトを開始しました。本プロジェクトでは、専
門性の高い地域商社と連携し、商談会開催や展示会出
展だけでなく、セミナーや相談会等を通じて、持続可
能な販路開拓体制の構築を支援しております。

e-dash 株式会社との業務提携 「広島ぶちうまサミット」プロジェクト開始

各種セミナー開催

企業の成長や課題解決につながる中小企業経営者向けセミナーを定期的に開催しています。2023年度上期は、昨今
の市場環境変化に適応するため、「副業・兼業人材活用」や「知的財産活用」をテーマとして開催し、多くの経営者
にご参加いただきました。



第26回くれしん笑芸会爆笑寄席開催

スポーツ・文化振興

社会的貢献活動・金融リテラシー教育

地域貢献への取組み �

第28回くれしんママさんバレーボール大会開催 第29回くれしんU-12サッカー大会開催

交通安全街頭活動実施 「産業社会と人間」に関するセミナー実施

呉商業高校インターンシップ実施 キャリア・スタート・ウィーク（呉市中学生職場体験）開催

くれしんキッズアカデミー「はじめてチャレ
ンジ！プログラミング教室」開催

“くれしんありがとうの手紙”が「第26回信用金庫社会貢献賞
（Face to Face賞）」を受賞

　当金庫で毎年、地域貢献活動の一環として実施している“くれしんありがとうの手紙”が全国の信用金庫の中で、
特に地域に根ざした活動を表彰する「第26回信用金庫社会貢献賞（Face to Face賞）」を受賞しました。くれし
んありがとうの手紙は、「あなたから伝えるとっておきの“ありがとう”」をテーマに、次代を担う中学生の皆さん
に、今一番「ありがとう」を伝えたい人への感謝の気持ちを手紙にしていただくものです。毎年多くの応募があり、
今年度で17回目を迎えます。なお、今回の受賞は、第４回（2000年）の「くれしん笑芸会活動（特別賞/個人）」、
第５回（2001年）の「地域の高校生に対するイラスト募集活動（奨励賞）」以来、３回目の受賞となります。


